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研究成果の概要（和文）： 

低濃度二酸化塩素ガスの空中浮遊菌に対する抗微生物効果を明らかにする目的で、有人の

室内( 66.5m2 )において低濃度二酸化塩素ガスを発生させ、その効果を検討した。昭和大

学の医局（温度及び湿度はコントロールしない）において、あらかじめエアサンプラーを

用いて空中浮遊菌数を測定し、コントロールとした。続いて安全性に配慮した低濃度二酸

化塩素ガスを発生させて空中浮遊菌数を測定した。職員の医局への出入りは制限しないこ

ととした。発生させた二酸化塩素濃度は 0.01 ppm から 0.02 ppm で安定していた。低濃

度二酸化塩素ガスを医局に発生させることで、医局内の空中浮遊細菌濃度が day1 から

day3 の初期から減少し、全二酸化塩素発生期間中にわたり有意な抗微生物効果が持続し

ていた。低濃度二酸化塩素ガスを有人の室内に拡散させることは、空中浮遊菌の減少に効

果を示した。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 

  We assessed the antimicrobial effect of low-concentration chlorine dioxide (ClO2) gas 

against air bone bacteria in an indoor environment ( a medical office of Showa university 

( 66.5 m3,  live space ) ). Firstly, we calculated the number of air bone bacteria using air 

sampler in a medical office ( control ) ( temperature and humidity was not controlled. ). And 

then, safe low-concentration ClO2 gas was generated in the medical office. Coming in and 

out at the door were not restricted. The concentration of ClO2 gas was stable at 0.01 ppm – 

0.02 ppm approximately. When low-concentration ClO2 gas was generated in a room, indoor 
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airborne bacteria were reduced compared with the control level. This antimicrobial effect of 

low concentration ClO2 gas was continued during the period that ClO2 gas was generated. 

Low concentration ClO2 gas is effective for reducing the number of air bone bacteria in a 

live space. 
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１． 研究開始当初の背景 

院内感染は患者や医療従事者の間で蔓
延し、時として死亡するケースがある。
methicillin-resistant Staphylococcus 
aureus（MRSA）や norovirus は院内感
染の代表的な病原体であり、感染対策が
必要である。これら病原体の主な感染経
路は接触感染だが空気感染も無視でき
ないことが指摘されている。空中を浮遊
する病原微生物対策には HEPA フィル
ターなどが頻用されているが、空気感染
対策に安全で有効な抗微生物効果を示
す薬物にも期待が寄せられている。 

 

２． 研究の目的 

低濃度二酸化塩素ガスを室内に発生さ
せることで、標的とする微生物種を選ば
ない非特異的な微生物不活化効果が得
られると考えられる。有人の室内で低濃
度二酸化塩素ガスの抗微生物学的効果
を検討することが本研究の目的である。 

 

３． 研究の方法 

ClO2ガスの放出と濃度の測定、浮遊細菌

濃度の測定 

昭和大学医学部臨床感染症学講座の医
局（66 .5m3、自然換気）の中心付近に
エアサンプラーを設置して、浮遊細菌数
を測定した。エアサンプラーに標準寒天
培地を装着し、100 l/min で 10 分間（1 

m3）室内空気を衝突させて、菌を採取し
培養検査に供した。浮遊細菌の測定は、
1 日 6 回以上、連続 3 日間の合計 18 回
以上実施した。ClO2ガス発生装置を設置
する前に連続3日間浮遊細菌数を測定し
て Control 群とした。次に、医局の側壁
面に ClO2ガス発生装置を設置し、10 

mg/h で ClO2ガスを連続発生させ、同時
にClO2ガスセンサーでClO2ガス濃度を
測定した。ClO2ガス発生日から 3 日目
（1-3 days）、14 日目から 16 日目（14-16 

days）、28日目から 30日目（28-30 days）
の各3日間の浮遊菌数をコントロールと
同様に測定した。試験期間中の医局の温
度及び相対湿度は、それぞれ 23.0℃
±1.9℃及び 35.5%±5.9%と一般的な室内
条件であった。 

 



４． 研究成果 
ClO2 ガス発生装置を運転する前に

Control 群として 3 日間の空中浮遊細菌
濃度を 1 日 6 回測定した。1 回の測定あ
たりの浮遊細菌濃度は 148.6± 36.2 

CFU/m3（平均値±SE, n=18）であった。
その時の ClO2ガス濃度は 0 ppm であっ
た。ClO2 ガス発生装置運転開始後 3 日
間（1-3 days）の平均 ClO2 ガス濃度は
0.021 ppmv±0.009 ppmv（平均値±SD, 

n=18）となり、浮遊細菌濃度は 58.1 

CFU/m3±6.3 CFU/m3 （平均値± SE, 

n=18）に低下した。さらに ClO2ガス発
生装置運転開始後 14 日から 16 日の 3

日間（14-16 days）の ClO2ガス濃度は
0.015 ppmv±0.004 ppmv（平均値±SD, 

n=21）となり、浮遊細菌濃度は 41.7±
4.8 CFU/m3（平均値±SE, n=21）で、
Control と 比 較 し て 有 意 に 低 下 し
（P<0.05）た。ClO2 ガス発生装置運転
開始後 28 日から 30 日の 3 日間（28-30 

days ） の ClO2 ガ ス 濃 度 は 0.011 

ppmv±0.004 ppmv（平均値±SD, n=18）
と な り 、 浮 遊 細 菌 濃 度 は 40.4 

CFU/m3±7.1 CFU/m3 （平均値± SE, 

n=18）で Control と比較して有意に浮遊
細菌濃度の低下し（P<0.01）た。浮遊細
菌種を簡易同定したところ、グラム陽性
球菌 4 属、グラム陽性桿菌 3 属、グラム
陰性桿菌 6 属分離された。代表的な菌種
と し て Coagulase-negative 

Staphylococci 、 Micrococcus sp. 、
Corynebacterium sp.、Enterococcus sp.

が出現し、それぞれ Control 群と比較し
て ClO2 ガス作用群において、減少傾向
が見られた。特に Coagulase-negative 

Staphylococci と Enterococcus sp.はそ
れぞれ 14-16 daysと全ての ClO2作用群
において有意に減少した。以上の結果よ
り、0.01 ppmv から 0.02 ppmv（平均値
±SD: 0.0154 ppmv±0.007 ppmv）の
ClO2 ガスを医局で発生させることによ
り、医局内の空中浮遊細菌濃度は発生直
後から減少傾向が見られ、発生 2 週間後
以降は有意に持続的に減少した。細菌種
では Coagulase-negative Staphylococci 

と Enterococcus sp.が有意に低減した。 

この結果は、低濃度二酸化塩素ガスが
院内の空中浮遊菌による感染症発症に
対して予防効果を示す可能性があるこ
とを示唆していると考えられる。 
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